
　

訓練時間
（Ｈ）

6.0

1.5

①【演習】短い製品ライフサイクルと演習で学ぶリードタイム短縮
②モノと情報の流れを短くすることでリードタイム短縮が実現できる

ものづくりの仕事の流れ1

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

申込締切

実施機関

会場

合計時間

講
義
内
容

（１）製造業のＱＣＤ（品質・納期・コスト）

①ムラ（ムダとムリ）をマネジメント出来る生産管理
②【演習】三現主義のものづくり現場の整理整頓の５Ｓ

（２）原価の三要素と利益

コースのねらい
製造業の業務の流れと各部門の役割について学び、製造業全体の基本的なしくみを理解するとともに、製造現場での仕
事に対する考え方、自身の立場や責任を理解し、業務改善の考え方を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

コース番号 205

9:30～16:30

20

3,300

コース名 ものづくりの仕事のしくみと生産性向上

ポリテクセンター福岡（北九州市八幡西区穴生3-5-1）

株式会社創研

2023年7月24日

2023年8月7日

コース基本情報

（１）製造業を取り巻く環境

①顧客ニーズの多様化と持続可能な企業経営
②多品種少量短納期と消費が縮む中でのモノづくりのしくみ

（２）製造業における業務プロセス

1.5

1.5

ものづくり現場の現状と課題2

（２）問題の構造化と原因分析と真因

①４Mの視点となぜなぜ分析の進め方
②真因と改善課題の設定

（３）創造的な課題解決案

①創造的な思考技術とVEの機能提案
②業務改善の演習を発表（質疑応答と相互ディスカッション）
③PREP法で的確に論点をまとめプレゼンを実施する

（４）改善活動と気付き

①改善のポイントは三現主義と問題と課題の違い
②訓練全体のまとめ

3 ものづくりに関する業務改善

①原価の三要素（材料費、労務費、外注費）
②リードタイム短縮のための外注管理

（１）改善活動の基本のQCストーリー８ステップ問題解決

①【演習】問題発見と的確に問題を表現するスキルを磨く
②【演習】△図解（３C図）で問題の論点を整理整頓する

1.5



　

訓練時間
（Ｈ）

6.0

・問題解決手法として、QC７つ道具を補完する手法として上記手法の目
的とその使い方を解説する。

コースのねらい 品質管理の考え方を理解し、ＱＣ７つ道具を使って課題への対処ができる知識と技能を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

コース番号 206

コース名 品質管理基本

（１）品質管理とは

（２）検査とは1

2023年6月26日

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴﾚｸﾄﾘｯｸﾜｰｸｽ創研株式会社

ポリテクセンター福岡（北九州市八幡西区穴生3-5-1）

コース基本情報

2

・品質管理を行う上で基本である７つ道具の目的とその使い方やデ－タ
をとる上での留意点、各手法の特徴を活かしたデータ評価のポイントを
解説する。

（１）ＱＣ的問題解決の進め方

（３）新QC７つ道具（系統図法）の使い方

・品質管理の定義、品質管理のトレンド、品質管理のために必要となる３
つの考え方（保証の考え方・管理の考え方･統計的な考え方）を解説す
る。

（２）ＱＣ七つ道具と使い方

品質管理の考え方
1.0

ＱＣ７つ道具

・品質保証の目的（品質管理との違い含む）とそのための検査の役割、
検査の種類及び代表的な検査の方法等について解説する。

・問題解決への取組み姿勢や問題（テ－マ）設定から、要因分析・対策・
歯止めまでの問題解決の基本となるステップ（ＱＣスト－リ－）をＱＣ７つ
道具の活用を含めて解説する。

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

3,300

20

9:30～16:30

2023年7月10日

申込締切

実施機関

会場

5.0

講
義
内
容



　

訓練時間
（Ｈ）

0.5

1.0

1.0

1.5

1.0

1.0

6.0

・仕事の能力と好感度
・コミュニケーションの基本～聴く、伝える～
・【ワーク】組織を動かすプレゼンテーションスキル

合計時間

申込締切

実施機関

会場

・3種類の考え方～アサーティブな思考～
・自分の傾向を知る（アサーティブ度チェック）
・【ケースワーク】「アサーティブなコミュニケーション」

「基本項目」 「主な内容」

（２）win-winな組織をつくる対人力

（１）組織の方向性を明確にする

・リーダーに求められる役割とは
・【ワーク】これまでの業務を振り返りあるべき姿を整理する
・強い組織の条件

（２）職場におけるメンバー（上司・部下）との関わり方

・リーダーシップとフォロワーシップ
・【ワーク】組織における自分の考え方の傾向を知る

・組織を率いる目標の立て方
・様々なリーダーシップのスタイル
・相手に応じたリーダーシップスタイルを発揮する

（１）リーダーに求められる組織マネジメント

（２）生産性を高める問題解決のプロセス

・問題とは何か？
・課題の真因を見極め解決策を選定する
・【ケースワーク】「問題解決」

（１）組織におけるコミュニケーションスキル

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

コース番号 207

9:30～16:30

20

3,300

コース名 職場のリーダーに求められる統率力の向上

ポリテクセンター福岡（北九州市八幡西区穴生3-5-1）

一般社団法人日本経営協会九州本部

2023年8月14日

2023年8月28日

コース基本情報

コースのねらい
職場の生産性を向上するために必要となる各種経営組織や形態に対応できる管理機能や職位に応じ
た組織を統率するための能力を理解し、職場のチームワークを牽引できる能力を習得する。

講
義
内
容

1 組織の管理

2 職場の生産性と統率力

3 職場の情報伝達



　

訓練時間
（Ｈ）

1.0

1.0

0.5

1.5

0.5

0.5

1.0

6.0

会場

実施機関

申込締切

合計時間

講
義
内
容

1 ＤＸ導入手法とデジタル技術の活用 （１）DXの概念とその事例

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

訓練日程

訓練時間

定員　（名）

受講料　（円）

コースのねらい
自社の業務変革を目指して、業務のシステム化に向け、自社のニーズに合致したシステムを企画できる知識を習得す
る。

「基本項目」 「主な内容」

昨今の経営課題として取り上げられているDX（デジタル・トランスフォー
メーション）について、その概念と事例を、最新技術の紹介とともに解説し
ます。事例は、中小企業の製造業、サービス業、農業などを中心にご紹
介します。

（２）クラウド技術とDX

2 ＤＸ導入手順 （１）DX導入の流れ
一口にDXといっても、企業によってIT化やIT活用状況は様々です。ここ
では自社のDXとIT化のレベルの確認、DXのビジョン創造、DX推進の戦
略策定、具体的な行動目標の設定、DX推進部門の設立など、具体的な
導入の流れについて解説します。

（２）DXビジョンと戦略策定【演習あり】
自社でDXを進めるためのビジョンと戦略策定について、ワークシートを
使ってシミュレーションを行います。

昨今のトレンドに従い、クラウド環境を活用したシステム導入の流れにつ
いて、企画・要件定義・導入サービスの検討・PoC・本格導入、という具体
的な流れについて解説します。

（２）DX導入に必要なスキル
DX導入にも様々なスキルが必要になります。ここでは、ロジカルシンキン
グやプレゼンテーションスキルといった汎用スキル、クラウドサービスを
導入・開発するために必要なベンダースキル等について解説します。

4 ＤＸ推進検証 （１）PoCでの検証【演習あり】
ある企業の現状の業務プロセスとその課題をケースとして、どうしたら改
善できるのか、具体的にDXを推進する上で必要な様々なサービスにつ
いて洗い出し、PoC（実証実験）を行うための準備をワークショップ形式に
て行います。

コース番号 208

9:30～16:30

20

3,300

コース名 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の導入

ポリテクセンター福岡（北九州市八幡西区穴生3-5-1）

株式会社パワートレイン

2023年6月28日

2023年7月12日

コース基本情報

DXの推進に必要不可欠なクラウドの技術について、SaaS、PaaS、IaaSと
いった概念やそれぞれの特徴、それぞれを代表するサービス等につい
て解説します。また、DXを推進するにあたり、企業がどのような姿勢で取
り組むべきかについても製造業の事例を元に解説します。

3 システム開発手法 （１）システム導入の流れ



　

訓練時間
（Ｈ）

6.0

0.5

1.5

講
義
内
容

・文書作成ソフトを使った簡単な表計算

3 ワークシートの活用

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

15

2,200

2023年6月28日

申込締切

実施機関

会場

・データ、計算式（関数含む）の入力、表示形式の設定、罫線その他の書式設定

コース番号 403

9:30～16:30

コースのねらい 表計算ソフトについて、業務で必要となる各種用途に応じた実習を通して、業務改善につながる活用方法を学習する。

「基本項目」 「主な内容」

（１）　表計算ソフトの概要と基本操作

コース名

株式会社アットワーク小倉教室（北九州市小倉北区紺屋町13-1毎日西部会館4F）

株式会社アットワーク

2023年6月14日

コース基本情報

合計時間

1 表計算ソフト概要と基本操作

表計算ソフトを活用した業務改善

（３）　表の作成

・表計算ソフトの起動、画面構成、その他基本的操作

（２）　データと数式の入力

・文字列、数値、計算式の入力、編集

4.0

（２）　データベース機能を使ったデータの抽出と並べ替え

・データの抽出と並べ替え

2 文書作成ソフトと表計算ソフトの用途の違い

（１）　文書作成ソフトの「作表」機能

（２）　文書作成ソフトの「表計算」機能

・文書作成ソフトを使った「作表」、セルの結合と分割、表の分割

（１）　グラフを使ったデータの「視覚化」

・グラフによるデータの「視覚化」



　

訓練時間
（Ｈ）

関数ライブラリ、[関数挿入]ダイアログ、数式オートコンプリート　　COUNTA関数

・関数（数式）のコピーとセル参照（＄）についての解説と演習

＄の入力の仕方、行方向・列方向の固定　　RANK.EQ関数

AND関数　OR関数

・統計関数を使って、条件を指定して計算する方法についての解説と演習

COUNTIF関数　SUMIF関数　COUNTIFS関数　SUMIFS関数

・検索関数を使ったデータの抽出方法についての解説と演習

VLOOKUP関数　INDEX関数　MATCH関数

・日付や時刻データを取り扱う関数ついての解説

日付関数（DATE関数　YEAR関数　MONTH関数　DAY関数）

・データの集計等を行う際のデータの「丸め方」についての解説

数学関数（ROUNDUP関数　ROUNDDOWN関数　ほか）

6.0

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

15

2,200

2023年7月19日

コース番号 404

9:30～16:30

コースのねらい 業務の効率化を目指して、事務処理に必要なデータ処理における計算ソフトの関数の効果的な活用方法を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

（１）　様々な関数

コース名

株式会社アットワーク小倉教室（北九州市小倉北区紺屋町13-1毎日西部会館4F）

株式会社アットワーク

2.0

4.0

業務に役立つ表計算ソフトの関数活用

・表計算ソフトで定義されている様々な関数について、関数ライブラリを使って説明する。

（２）　関数の活用法

・関数の入力、修正を効率よく行う方法を説明し、演習を行う。

2023年7月5日

コース基本情報

申込締切

実施機関

会場

（３）　関数のネスト

講
義
内
容

合計時間

（４）　その他の関数

データの処理1

2 関数の実務活用

・複数の関数を組み合わせて使用する方法についての解説と演習　　IF関数

（１）　場合に応じた処理

・論理関数を使って、複雑な条件を指定する方法についての解説と演習

（２）　データを検索、参照する処理

（３）　日付を取り扱う処理



　

訓練時間
（Ｈ）

（１）

（２）

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

（１）

（２）

（３）

1.5

6.0

2

4 アサーティブな関係構築

アサーティブな伝え方

1.0

意見が合わないときの歩み寄りや、自分も相手も大切にする表現方法と
してのアサーションを学びます。

アサーティブな聴き方

アサーティブな話し方ができる人はそのような聞き方もできます。そのよ
うな対話ができる人には多くの人から信頼されるようになります。その成
果とはどんなものでしょうか。
〇講義　グループ演習④

職場における関係構築

ハラスメントと気づかないで振舞ってしまう攻撃的な自己表現について理
解を深めます。
〇講義とグループ演習⑤（４人１組）

1.5
アサーティブの重要性

職場のコミュニケーションや人間関係がうまくいかないとき、アサーティブ
な人間関係に変えることで建設的で充実したものに変えることができま
す。
〇講義

3

アサーティブな人間関係が目指す「相手も自分も大切にする自己表現」
について学びます。さらに表現法にとどまらず職場の理想ともいえる「人
間関係のあり方」についても理解を深めていきます。
〇講義

アサーティブの基本

職場の課題

職場の現状把握 

1.0

職場の課題と解決のプロセス

職務経験の再確認　　

1.0

職場の課題と継続雇用者に求められる役割と能力

キャリア形成の方向性

正社員としてのキャリアを積み、継続雇用者としての職務とどのような役
割が求められるのかについてイメージします。
 〇講義と個人演習②「振り返りシート（人生曲線）」作成

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

アサーティブとは

「基本項目」 「主な内容」

申込締切

実施機関

会場

（１）で作成した「役割ネットワーク図」をもとに、これから必要となる自らの
社会人としての基礎力、今まで積み上げてきた専門能力を整理します。
〇講義と個人演習③「役割ネットワーク図」

私たちのパフォーマンスの良い状態とそうでない状態について、まず個
人演習①として付箋紙に書き込んでもらい模造紙の所定に位置に貼り付
けます。その後グループ討議で現状把握を深めていきます。
〇個人演習①、グループ演習①

講
義
内
容

演習

個人演習①「私たちのパフォーマンスの良い状態とそうでない状態」
個人演習②「役割ネットワーク図」作成
個人演習③「役割ネットワーク図」能力整理
グループ演習①「私たちのパフォーマンスの良い状態とそうでない状態」のグ
ループ内演習
グループ演習②キャリアプラン発表とフィードバック　メンタリング理解
グループ演習③　アサーティブな聞き方演習
グループ演習④ロールプレイ

合計時間

1

求められる役割と能力

ベテラン雇用者としての自らのキャリアプランを確認し、これからの行動
計画についてグループ内で発表し、メンバーからフィードバックをもらいま
す。
グループ演習③

（１）で作成しグループ討議で浮かびあがったテーマを絞り込みグループ
ごとにその課題解決策を話し合います。
〇グループ演習②

コース番号 602

9:30～16:30

20

3,300

コース名 チーム力の強化と中堅・ベテラン従業員の役割

ポリテクセンター福岡（北九州市八幡西区穴生3-5-1）

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴﾚｸﾄﾘｯｸﾜｰｸｽ創研株式会社

2023年7月26日

2023年8月9日

コース基本情報

コースのねらい
中堅・ベテラン従業員が求められる今後の役割や能力を確認し、職場の課題に対してこれまでの経験に基づき後輩従業
員と共同で解決策を得るための知識と技能を習得する。
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